










要約

先天性ムコ多糖症のスクリーニングの方法を尿ろ紙を用いて検討した。

ろ紙中のムコ多糖は、蒸留水中では抽出されにくく、0.18M トリスぎ酸バッファー pH8.8

中でよく抽出された。ろ紙中のムコ多糖の抽出には、煮沸あるいは超音波処理が泌要であ

った。超音波処理は、時間的にも短く、一度に処理できる検体数も多かった。

ムコ多糖は、ジメチルメチレンブルーにて、クレアチニンは、ピクリン酸ナトリウムにて

それぞれマイクロプレート上で反応させ、共に525nm の波長でマイクロプレートリーダー

による定量的測定が可能であった。この方法は、多数の検体を測定するのに優れており、

スクリーニングの方法として有用であると考えられた。

クレアチニンの低い検体は、単位クレアチニン当たりでムコ多糖を算出したとき、正常児

でも異常高値をとる危険があった。また、ムコ多糖症患児でも、正常域にはいる検体も存

在した。他方、ムコ多糖値のみで表わした方が、正常児とムコ多糖症患児との区別が容易

であった。

1 年前の尿ろ紙検体でもムコ多糖測定値に有為な変動はなく、尿ろ紙は、検体の保存にも

輸送にも優れていると考えられた。


